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突然の心停止、思いも寄らない住宅火災、
地震などの大規模災害……
命の危険は、いつ、どんな形でやってくるか分かりません。
そこで、身近に整備が進む３つの道具を紹介します。
これらの道具を知ることが、命の危機管理につながるはずです。

火災予防の街頭啓発をする
女性消防隊（４頁に関連記事）

どう使う  ？特集

ＡＥＤ

住宅用
火災警報器

戸別受信機
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救命手当の手順

ＡＥＤは、成人（約８歳以上）
はもとより、小児（約１歳以
上約８歳未満）にも使用でき
ます。この場合、ＡＥＤの「小
児キー」を差し込み「小児モ
ード」にするなどの方法があ
ります。１歳未満の乳児に対
しては、ＡＥＤは使用できま
せん。

▲救急車を要請する

▲胸骨圧迫と人工呼吸
　を３０：２で行う

▲頭部を後ろにのけぞら
　せて、あご先を上げる

◀倒れている人の口
をあなたの口で覆
い、頭部の手で鼻
をつまむ

●２分経ったらＡＥＤの音
声メッセージに従う
●以降は心電図解析、電気
ショック、心肺蘇生法の
再開、の手順を２分おき
に繰り返す

▲ネックレスや貼り薬は
　除去する

▲胸の真ん中に片手の手の付け
根を置き、他方の手をその上
に重ね、胸骨圧迫を 30回行う

▲ただちに胸骨圧迫と人工
　呼吸を３０：２で行う

▲誰も傷病者に触れてい
ないことを確認し、シ
ョックボタンを押す

▲誰も傷病者に
　触れていないことを確認する

▲肩をたたいて呼びかける

❶反応を確認する ❷

❺

12

❽
❻

❼心肺蘇生法の実施

ＡＥＤの電源を入れ
電極パッドを
傷病者の胸に貼る

ＡＥＤの手順と
心肺蘇生の繰り返し

11心肺蘇生を再開

10電気ショック
❾心電図の解析

反応がなければ
119番通報をする
ＡＥＤを持ってきてもらう

普段どおりの息をしていなければ

２回息を吹き込む
2回の人工呼吸が終わったら
あるいは、省略することにしたら

胸骨圧迫
（強く、速く、絶え間なく）

❸気道の確保と
❹呼吸の確認

穂高消防署で開かれた上級
救命講習会（2/20）。この
日は 18 人が参加。参加者
の一人、岡村豊さん（豊科）
は、「実際にやってみるのと、
見ているのとでは違った。
家族にも内容を紹介したい」
と話してくれました。

ケースを開いた状態の AED。いくつかの機種がありますが、いず
れも音声メッセージに従って操作します。
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熱
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さ
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入
れ
も
大
変
重
要

で
す

火
災
警
報
器
は

最
低
で
も

年
に
１
回
は
作
動
点
検
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もう設置しましたか？
　火災予防などの活動をしている女性消
防隊。春の火災予防運動（３月１日～７
日）の期間中、駅や店舗など５カ所で計
12人が警報器の設置を呼び掛ける街頭
啓発を行いました。右写真はこの活動の
最終日。豊科消防署員とともに３人の団
員がチラシなどを配りました。隊員の青
柳由加志さん（堀金烏川）は、「家族の
安心のために、皆さんに設置をお願いし
たい」と話してくれました。

住
宅
火
災
の
死
者

約
７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」

住
宅
用

火
災

警
報
器

住宅用火災警報器の普及が始まる前（平成15年）、
住宅火災で死に至った経過別死者数
（放火自殺者を除く／消防庁資料）

逃げ遅れ
熟睡、泥酔、
病気、身体
不自由など

68.4％
（712人）

死者総数
1041人

着衣着火
5.4％
（56人）

その他
26.2％
（273人）
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情
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に
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「
災
害
発
生
時
は

情
報
が
命
綱
に
！
」

潮沢区
自主防災会長

宮下 勝さん
（明科東川手）

平 成 19 年 7 月の長久保地滑り災害
では、防災行政無線により、避難

勧告が発令されました。避難所となった
明科の「あいりす」には放送から 30分後
に 20 人、2時間後には 78 人が避難しま
した。
　「緊急放送も大変に役立ちましたが、さ
らに大切なのは地域のコミュニケーショ
ンではないでしょうか」と話すのは潮沢区
自主防災会長の宮下勝さん。「外にいれば
無線放送が聞こえない可能性もあります。
災害発生時には隣組の連携が大事だと痛
感しました」と振り返ります。さらに「普
段顔見知りになっておくことでさまざま
な情報が入ってきます。地域の催しなど
でコミュニケーションを図ることも、立
派な防災になると思います」と話してく
れました。

電源は「入」に！

ピーピーと音が
続くなど、
電池切れに注意！

戸別受信機の機種は、
お住まいの地域などに
より異なりますが、基
本的な性能や取り扱い
は同じです。また、市内
で転居する場合は、受
信機の「地区別コード」
の変更を行う場合があ
ります。詳しくは各総
合支所地域支援課にお
問い合わせください。

平成 22年度にＪ-ＡＬＥＲＴを導入

緊急事態発生！
自動で緊急情報を伝えます。

市 は来年度、全国瞬時警報システム（Ｊ -
ＡＬＥＲＴ：ジェイアラート）」を導入し

ます。 
　このシステム（Ｊ - ＡＬＥＲＴ：ジェイア
ラート）」は、緊急地震速報や武力攻撃などの
国民保護事象が発生した場合、通信衛星を介
して国（消防庁）から市に直接情報が送られ、
防災行政無線が自動起動し、市民の皆さんに
瞬時に情報を伝達することができるシステム
です。伝達内容など詳しくは、改めてお知ら
せします。
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家

合
統
に

●

）
課
援
支
域
地
所
支
合
総
（係
計
会
務
税

　

↓

）
課
援
支
域
地
所
支
合
総
（係
務
庶

合
統
に

推
ド
ン
ラ
ブ
野
曇
安
と
課
政
労
工
商
※

は
室
進

3
月
29

支
合
総
高
穂
ら
か
日

設
新
の
課

更
変
称
名
の
課

合
統
の
係
当
担
の
務
事

編
再
の
部
光
観
業
産

設
新
の
係

更
変
の
課
部
属
所

更
変
の
称
名
の
係

商工観光部を穂高総合支所内に設置します。

※教育委員会事務局の組織は、変更ありません。※青色部分は変更となる部署

安曇野市組織図

会計管理者兼会計局長

萩原賢司
総務部長

土肥三夫



　穂高地域の恒例行事「あめ市祭」にあわせ、
穂高地区活性化総合プロジェクト（小岩原哲夫
リーダー）によるタイアップイベントがこのほ
ど開かれました。
　あめ市の最終日となる 2月 20 日には、市内在
住の美術作家の作品展示、古本市、餅つき大会
が催されました。
　古本市では、寄贈などで１万冊をそろえた古
本を駅前通りの各店舗前で販売。訪れた人はそ
れぞれの店で足を止め、段ボールに積まれた中
から好みの本を探していました。買い物のつい
でに立ち寄ったという地元の女性（60・穂高）は、
「思いがけず商店街をゆっくり散歩できた」と満
足した様子でした。

　長野日大高校野球部監督の中原英孝さんを迎
えた講演会（安曇野ブランドデザイン会議福祉
部会主催）が 2月 27 日、豊科公民館ホールで開
かれました。講演の中で中原さんは、「バットを
振る勇気、投げる勇気、声を出してプレーする
こと」が重要と強調しました。約 600 人の来場
者は、中原監督の示唆に富んだ話に熱心に耳を
傾けていました。部活のチームメートと参加し
た宮下圭輔さん（穂高中 2年）は、「熱く語って
くれる監督の話はとてもためになりました。今
まで以上に１つ１つのプレーに声を大きく出す
よう心掛けたいです」と意気込みを話してくれ
ました。

　依然やまない振り込め詐欺を防止するため、
安曇野警察署と安曇野防犯協会連合会は 2月 24
日、乗合タクシー「あづみん」の車内で啓発活
動を行いました。
　同署によれば、市内の昨年の振り込め詐欺被
害は 11 件で、高齢者の被害も少なくない状況で
す。そこで同署では、高齢者の交通手段として
定着している「あづみん」に署員が同乗し、紙
芝居風のボードを使い、よくある手口を乗客に
紹介しました。
　同署生活安全課の佐藤由己子さんは「振り込
め詐欺被害をひとごとと思っている人も多い。
あやしいと思ったら、まずは警察に相談してほ
しい」と呼び掛けています。

2/20　穂高あめ市 タイアップイベント

2/24　安曇野警察署　振り込め詐欺対策

2/27　長野日大・中原監督講演会

ゆっくり、足を止めて

やまない振り込め詐欺被害　撲滅を目指し「あづみん」で啓発

声出してプレーして！
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豊科ふれあいホール（2/20）引き渡し後、取り扱いの説明を受ける

答申書を手渡す白澤会長（右）

市
で
は
2
月
中
旬
か
ら
3
月
初
旬

に
か
け

第
5
回
土
地
利
用
に
関
す

る
地
区
別
懇
談
会
を
市
内
17
会
場
で

開
催
し
ま
し
た

こ
の
懇
談
会
は
土
地
利
用
に
関

す
る
条
例
の
素
案
や
景
観
計
画
に
つ
い

て
説
明
し
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見

交
換
を
図
る
た
め
開
い
た
も
の
で
す

豊
科
地
域
を
対
象
と
し
た
2
月
20

日
の
懇
談
会
で
は
約
30
人
の
市
民
が

参
加

線
引
き
制
度
（
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
）」
と

条
例
案
と
の
違
い
や
制
度
変
更
に
よ

り

土
地
利
用
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
な
ど

具
体
的
な
場
所
を
示

し
て
の
質
問
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

今
後
は

各
区
へ
職
員
が
出
向
き

説
明
す
る
機
会
を
5
月
こ
ろ
か
ら
計

画
し
て
い
ま
す

詳
し
い
日
程
は

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
白
澤

亀
内
会
長
）
は
2
月
22
日

市
役
所

本
庁
機
能
と
総
合
支
所
機
能
の
見
直

し

組
織
体
制
の
確
立
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
第
2
次
安
曇
野
市
行
財
政
改

革
大
綱
案
（
平
成
22
年

26
年
度
）

を
了
承
し

宮
澤
市
長
に
答
申
し
ま

し
た

大
綱
で
は
こ
の
ほ
か

市
民

と
の
協
働
体
制
の
推
進

業
務
の
効

率
化
な
ど

全
部
で
5
つ
の
重
点
項

目
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す

答
申
の
中
で
同
推
進
委
員
会
は

「
着
実
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
す
る
一
方
「
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
中

少
子
高

齢
化
や
環
境
問
題
な
ど
直
面
す
る
諸

問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
指
摘
し

8

つ
の
意
見

要
望
を
付
け
ま
し
た

宮
澤
市
長
は
「
答
申
を
尊
重
し

効
率
的
な
財
政
を
進
め

住
ん
で
良

か

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た

　

市
は
2
月
26
日

消
防
車
両
の
配

置
式
を
本
庁
舎
前
で
行
い
ま
し
た

配
置
し
た
の
は
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載

自
動
車
１
台
で

明
科
地
域
明
科
区

を
所
管
し
て
い
る
第
6
分
団
第
１
部

に
配
備
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
同
部

に
配
置
さ
れ
て
い
た
車
両
は
17
年
間

使
わ
れ

安
全
面
の
問
題
な
ど
か
ら

こ
の
た
び
新
車
両
に
更
新
さ
れ
ま
し

た

新
車
両
は

ポ
ン
プ
な
ど
の
性

能
も
高
く

防
災
力
の
一
層
の
強
化

が
期
待
で
き
ま
す

　

同
部
の
代
表
者
で
あ
る
丸
山
恭
一

郎
副
分
団
長
は
「
万
が
一
の
際
は

新
し
い
ポ
ン
プ
車
の
性
能
を
十
分
発

揮
さ
せ

１
分
１
秒
で
も
早
い
消
火

に
努
め
た
い
」
と

活
動
の
充
実
を

誓
い
ま
し
た

■
土
地
利
用
の
地
区
別
懇
談
会
　

会
場
で
開
催

■
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
答
申 

■
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
　

消
防
車
両
を
更
新

市政トピックス

11 広報あづみの　2010.3.17
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
作
業
部
会

で
は
、
こ
の
評
価
を
【
第
一
次
評
価
】

と
【
第
二
次
評
価
】
の
2
段
階
に
分
け
、

候
補
地
を
選
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
（
図
1
）。
建
設
場
所
の
決
定
は

本
年
5
月
末
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

第
一
次
評
価
の
内
容
と
結
果

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
作
業
部
会
は

2
月
16
日
、建
設
の
基
本
的
条
件
を
評

価
す
る
第
一
次
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
本
庁
舎
等
建
設

審
議
会
で
検
討
さ
れ
た
場
所
を
は
じ

め
、
今
ま
で
に
議
論
さ
れ
た
場
所
を
中

心
に
、
市
内
23
カ
所
を
建
設
候
補
地
と

し
て
整
理
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
庁
舎

を
建
設
す
る
た
め
の
基
本
的
条
件
を
確

認
し
、
こ
の
条
件
（
表
1
参
照
）
を
満

た
さ
な
い
場
所
を
建
設
候
補
地
か
ら
除

外
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
5
カ
所
（
図
2
参

照
）
が
建
設
候
補
地
と
な
り
ま
し
た
。

27
年
度
末
ま
で
の

し
ゅ
ん
工
を
予
定

　

第
一
次
評
価
を
終
え
、
3
月
8
日
か

ら
15
日
に
か
け
て
、
候
補
地
内
に
居
住

す
る
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

今
後
の
予
定
な
ど
を
説
明
し
、
率
直
な

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
月

27
日
に
は
、
市
民
全
体
を
対
象
に
し
た

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今
後

は
、さ
ま
ざ
ま
な
評
価
項
目
（
表
2
参

照
）
に
沿
っ
て
評
価
作
業
を
行
う
第
二

次
評
価
を
進
め
、
本
年
5
月
末
ま
で
を

目
標
に
建
設
場
所
を
1
カ
所
に
決
定
し

ま
す
。
そ
し
て
、
建
設
基
本
構
想
の
内

容
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
た
（
仮
称
）

建
設
基
本
計
画
を
本
年
秋
ご
ろ
を
目
標

に
策
定
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、（
仮

称
）
建
設
基
本
設
計
、（
仮
称
）
建
設
実

施
設
計
を
経
て
、
平
成
27
年
度
末
ま
で

の
し
ゅ
ん
工
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

候
補
地
再
選
定
の
経
過

　

昨
年
12
月
、
農
地
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、
国
営
・
県
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
等
の
土
地
改
良
事
業

の
受
益
地
は
、
事
業
完
了
年
度
の
翌
年

か
ら
8
年
が
経
過
し
な
い
と
、
庁
舎
・

学
校
・
病
院
等
に
転
用
す
る
目
的
で
農

振
除
外
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
7
月
に
策
定
し
た
「
本
庁
舎
等

建
設
基
本
構
想
」
で
示
し
た
3
カ
所
の

候
補
地
（
ゾ
ー
ン
）
は
、
い
ず
れ
も
こ

の
「
受
益
地
」
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
本
庁
舎
建
設
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
庁
内
候
補
地

選
定
作
業
部
会
（
以
降
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、
作
業
部
会
）
を
組
織
し
、

昨
年
11
月
の
市
民
説
明
会
で
い
た
だ
い

た
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
豊

科
地
域
の
市
街
化
区
域
内
で
候
補
地
を

新
た
に
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
候
補
地
再
選
定
の
第
一
次

評
価
の
内
容
と
評
価
結
果
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て

候
補
地
を
選
定
す
る
の
？

　

本
庁
舎
の
建
設
場
所
を
選
定
す
る
た

め
に
は
、市
民
の
利
便
性
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
振
興
や
経
済
性
、
将
来
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
候
補
地
を
評
価

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
庁
舎
建
設
検
討

建
設
候
補
地
を
５
カ
所
に

絞
り
ま
し
た
。

市
は
現
在
、
本
庁
舎
建
設
候
補
地
の
再
選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
一
次
評
価
の
結
果
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【トピックス】 本庁舎建設検討 候補地は５カ所

（表 1）第一次評価の評価項目

（図 2）５カ所の建設候補地

（表 2）第二次評価の評価項目

本庁舎の建設候補地に関する説明会を開催
　建設候補地の選定経過や今後の予定等について、市民
の皆さんにご説明申し上げるため、次の日程で説明会を開
催します。皆さんの率直なご意見をお聞かせください。
●日　時　 ３月 27日（土）午後３時～
●場　所　 豊科ふれあいホール（豊科保健センター２階）
　※駐車場が限られていますので、なるべく乗り合わせてご来場ください。
●その他 　・当日は市長が出席する予定です。
　　　　　 ・手話通訳者を配置します。

第一次評価
【基本的条件】

評価項目 評価の視点

Ⅰ．農振法関連の
　　法規制

庁舎建設ができない農業振興地域
内農地の国営・県営かんがい排水
事業の受益地を除く

Ⅱ．都市計画法関連の
　　法規制

原則として庁舎建設ができない市
街化調整区域の土地を除く

Ⅲ．敷地の安全性 防災マップに示された被害想定地
域内の土地を除く

Ⅳ．基本構想の候補地
　　との整合

基本構想で示した３か所の候補地
のいずれかの周辺に位置しない土
地を除く

第二次評価【相対評価】 評価項目

利便性・地域振興
Ⅰ．人口の集積
Ⅱ．交通事情
Ⅲ．支所機能統合の可能性
Ⅳ．周辺施設との相乗効果

経済性 Ⅴ．用地買収費及び移転補償費等
Ⅵ．敷地周辺のインフラ整備

まちづくり・将来性
Ⅶ．まちづくり関連の計画等との整合
Ⅷ．周辺の環境への影響
Ⅸ．敷地面積及び駐車可能台数

とよしな

（図１）建設場所が決まるまでの流れ

第一次評価
本庁舎建設場所としての基本的条件を満たすこと

（条件を満たさない場所は候補地から除外）

第二次評価
市民の利便性、経済性、将来性などの
条件に優れていること（相対評価）

本庁舎建設場所の決定
（平成22年5月末目標）

豊科総合支所
東洋紡績

豊科駅

南豊科駅

豊
科
Ｉ
Ｃ

豊
科
プ
ー
ル

豊
科
近
代
美
術
館

市役所本庁舎
および県安曇野庁舎



農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
従

事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
所
得
の
減
少
な
ど
、深

刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
水
田
農
業
の
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
恒
常
的
に

赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に
対
し
て
販
売

価
格
を
補
て
ん
す
る
「
米
戸
別
所
得
補

償
モ
デ
ル
事
業
」
と
、
食
料
自
給
率
向

上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
麦
・
大
豆
・
米

粉
用
米
・
飼
料
用
米
な
ど
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
い
助
成
体
系
の
下
に
生
産

拡
大
を
促
す
「
水
田
利
活
用
自
給
力
向

上
事
業
」
を
セ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
農
政
を
転
換
し
、
農
業
と
地
域
を
再

生
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
稲
作
農

家
の
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

自
給
率
向
上
を
図
る
た
め
、
麦
・
大

豆
・
飼
料
作
物
・
新
規
需
要
米
（
飼
料

用
米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
・
米
粉
用
米
・
バ

イ
オ
燃
料
用
米
）、
そ
ば
、
な
た
ね
、

加
工
用
米
を
戦
略
作
物
と
位
置
づ
け
、

水
田
へ
の
作
付
け
を
重
点
的
に
支
援
し

ま
す
。
野
菜
な
ど
の
地
域
振
興
作
物
も

一
定
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
主
食
用
米
と
同
等
の
所
得
を
確

保
で
き
る
水
準
の
支
援
が
行
わ
れ
ま

す
。ま
た
、従
来
の
助
成
体
系
を
大
幅
に

簡
素
化
し
、
全
国
一
律
の
単
価
設
定
な

ど
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

意
欲
あ
る
農
家
が
水
田
農
業
を
継
続

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
米
の
生

産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
す
る
販
売

農
家
や
集
落
営
農
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
米
の
恒
常
的
な
コ
ス
ト
割
れ
相
当

分
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

米
の
生
産
数
量
目
標
を
守
っ
た
メ
リ
ッ

ト
措
置
と
し
て
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
米
の
需
給
調

整
（
生
産
調
整
）
は
必
要
で
す
。
ま
た
、

米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
に
は
、
追

加
の
補
て
ん
が
行
わ
れ
ま
す
。

対象作物 単価
（10㌃ 当たり）

麦、大豆、飼料作物 （※1）3万5000円

新規需要米（※2）
（飼料用米・WCS用稲・米粉用米・
バイオ燃料用米）

８万円

そば、なたね、加工用米 （※1）２万円
その他作物
（野菜、花き、果樹など）

（※1）１万円

二毛作助成（※3）
（主食用米と戦略作物、または戦略
作物同士の組み合わせ）

１万5000円

●交付単価（全国一律）

（※1）この単価を基に県と国が協議のうえ決定します。また、
地域協議会において単価の上乗せを検討していますので
詳しくは、下記の相談窓口へお問い合わせください。

（※2）新規需要米は、作付け前に販売先（実需者）を確保し契
約などを締結したうえ、農政事務所長の承認を受ける必
要があります。

（※3）米と麦などの二毛作や二年三作は、作物の組み合わせ方
によって交付単価が異なりますので、必ず事前に御確認
ください。

●交付対象者
これまで需給調整（生産調整）に参加してこなかった農
家が参加しやすくなるよう、米の生産目標の達成にかか
わらず交付対象となります。

●主な事業要件
・需要に応じた生産を促進するため、実需者との出荷契約

などが必要となります。
・実施計画書に基づき、作物に応じた現地確認が行われます。
・麦と大豆の水田経営所得安定対策加入者には、引き続き、

生産条件不利補正交付金が交付されます。
・畑作の麦・大豆などは、事業の対象外となります。

戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策

お
い
し
い
お
米
を
作
り
続
け
た
い

水
田
農
業
の
経
営
の
安
定
と
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

米
の
モ
デ
ル
事
業

（
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
）

自
給
率
向
上
事
業

（
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
）

定額部分
（10㌃当たり）

標準的な生産に要する費用と標準的な販売価格の差額相当分
が交付されます。平成 22年産については主食用米の作付面
積 10㌃当たり 1万 5000 円が交付されます。

変動部分
（10㌃当たり）

当年産の販売価格が標準的な販売価格（過去３年平均）を下
回った場合、定額部分に加えてその差額が追加補てんされます。

●交付単価（全国一律）

●交付対象者
米の生産数量目標に従って生産を行った販売農家、集落営農のうち、
水稲共済加入者または前年度の出荷・販売実績がある者が交付対象と
なります。（但し、出荷・販売実績により適用を受けられるのは共済
の加入が任意加入の場合のみです）

●交付対象面積
主食用米の作付面積から、自家飯米などに供される分として一律 10
㌃を差し引いた面積が交付対象となります。

標
準
的
な
生
産
に

要
す
る
費
用　
　

（
過
去
７
年
中
５
年
の
平
均
）

標
準
的
な

販
売
価
格

（
過
去
３
年
の
平
均
）

当
年
産
の

販
売
価
格

当
年
産
の

販
売
価
格

変動部分

定額部分 定額部分 定額部分 1万5000円
（10㌃当たり）
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◎交付対象になるか、今すぐチェック！

スタート

《加入申し込み・支払い時期》
　各事業とも、交付金を受けるためには事業の加入申込書と交付申請書などの提出が必要となります。
交付金は、国から農業者が指定した口座に直接支払われます。また、加入申し込みは 4 月～ 6 月末ころ、
交付金の支払いは 12 月～平成 23 年 3 月ころになります。

《米政策に関する相談窓口の開設》
　市水田農業推進協議会では 4 月 1 日～ 6 月 30 日（土日・祝日は除く）の間、各総合支所内産業建設課産
業振興係に相談窓口を開設します。制度について不明な点は各窓口へご相談ください。
豊科（472･3111 672･8340）　穂高（482･3131 682･6622）　三郷（477･3111 677･6060）
堀金（472･3106 672･4900）　明科（462･3001 662･4747）

【トピックス】 戸別所得補償制度モデル対策

私は所得補償を
受けられるかしら？

水田協議会から通知された平成 22 年産米
の生産数量目標（面積）を達成できますか？

所得補償は受けられません。
所得補償は、生産数量目標に即して
米の生産を行った場合だけに行われ
ます。

※共同販売経理をしている
集落営農も加入対象となります。

平成 22 年に水稲共済へ加入しますか？（20㌃以上の水稲を栽培
する場合、水稲共済に必ず加入することになっています）または、
平成 21 年産米の販売実績を証明する契約書などがありますか？

所得補償が受けられます。

いいえ

いいえ

はい

はい



　

市
で
は

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ

く
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数
　

6
人
以
内

●
委
員
の
任
期
　

委
嘱
の
日

2
年
間

●
応
募
資
格
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で

平
日
開

催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
ま
た

男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
に
関
心

が
あ
る
人

た
だ
し

次
に
掲
げ
る

人
は
除
き
ま
す

（
1
）
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
議
員

（
2
）
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員

（
3
）
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

3
つ
以
上
な

て
い
る
人

●
応
募
方
法
　

応
募
は
自
薦
と
し
ま

す

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
小
論
文
を
添
え
て
郵
送
・

持
参
・
電
子
メ

ル
の
い
ず
れ
か
に

よ
り

人
権
尊
重
課
へ
応
募
し
て
く

だ
さ
い

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

で
も
受
付
を
し
ま
す

●
小
論
文
　

「
私
と
男
女
共
同
参
画
」を

テ
マ
に
８
０
０
字
以
内
書
式
は
自
由

●
期
限
　

4
月
6
日
（
火
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
報
酬
　

会
議
出
席
ご
と
に
市
が
規
定

す
る
額
を
支
払
い
ま
す
（
交
通
費

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
選
考
方
法
　

選
考
委
員
会
に
お
い
て

書
類
選
考
を
行
い
ま
す
（
結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

　

市
で
は

平
成
22
年
度
か
ら
の
行
財

政
改
革
の
方
向
を
示
す
「
第
2
次
行
財

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
す

そ
の

計
画
案
に
つ
い
て

ご
意
見
を
広
く
募

集
し
ま
す

●
募
集
期
間
　

3
月
25
日
（
木
）
ま
で

●
意
見
書
の
提
出
方
法
　

様
式
は
自

由

必
須
事
項
と
し
て

提
出
す
る

人
の
住
所

氏
名

電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い

●
計
画
案
の
閲
覧
方
法
　

市
ホ

ム
ペ

ジ
お
よ
び
次
の
場
所
で
閲
覧
可

▽
本
庁
舎
内
　

行
政
改
革
推
進
室

▽
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

　

自
家
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
農
業
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

●
場
所
・
区
画
数
　

・
下
鳥
羽
農
園
　

3
区
画

●
農
園
面
積
　

1
区
画
約
50
平
方

●
利
用
期
間
　
　

利
用
決
定
の
日

平
成
23
年
3
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
申
込
資
格
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
利
用
料
　

1
区
画
年
額
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み
　

3
月
18
日
（
木
）

26

日
（
金
）
の
間
に

住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
後

日
抽
選
と
な
り
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

委
員
の
募
集

人
権
尊
重
課
人
権
尊
重
係

（

･

２
０
０
０ 

･
５
０
０
０
）

第
2
次
行
財
政
改
革
大
綱
案
に

関
す
る
意
見
の
募
集

行
政
改
革
推
進
室

（

･

２
０
０
０ 

･

５
０
０
０
）

Information

情
報
ボ

ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

市
で
は

民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

ご
予
約
の
う

え
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
相
談

内
容
の
秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す

●
相
談
日
時
・
場
所
　

4
月
15
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分

3
時
30
分

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

相
談
室

●
申
し
込
み
　

4
月
9
日（
金
）（
土
日

は
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
（
午
前
8
時

30
分

午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）

　

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在

65
歳
未

満
の
公
的
年
金
受
給
者
の
う
ち

給
与

所
得
が
あ
り
市
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
人
の
公
的
年
金
に
か

か
わ
る
市
県
民
税
の
納
付
方
法
が
変
更

と
な
り
ま
す

平
成
21
年
度
の
公
的
年

金
分
の
市
県
民
税
は
納
付
書
な
ど
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

平
成
22
年

度
か
ら
は

公
的
年
金
分
と
給
与
所
得

分
の
市
県
民
税
を
合
算
し
た
う
え
で

給
与
か
ら
天
引
き
で
納
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す

た
だ
し

平
成
22
年
度
に
限

り

公
的
年
金
分
の
市
県
民
税
を
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が

可
能
で
す

該
当
さ
れ
る
人
に
は
通
知

を
お
届
け
し
ま
す
の
で

詳
し
く
は
通

知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

せ

ら

知

お
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

（

･

０
７
６
０ 

･

０
７
０
３
）

歳
未
満
の
人
の
公
的
年
金
分

市
県
民
税
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

市
民
税
課
市
民
税
担
当

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）

豊
科
地
域
市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

･

３
１
１
１ 

･

８
３
４
０
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

　雪降りの朝、凍結したアスファルトの路面で足
を滑らせた。一瞬からだが宙に浮き、お尻からド
シンと落ちた。息が詰まって苦しいのに、目だけ
は素早く周囲を走る。誰かにこの無様な姿を見ら
れたのではないか。漸くのことで立ち上がると、
ズボンがずり落ちた。転んだ勢いでバンドが切れ
たのだ。はさんであった携帯電話が５メートルも
先に転がっていた。
　職場について落ち着くと、尾てい骨のあたりが
ズキズキと痛み始めた。尻をさすりながらふっと
考えた。なぜ、真っ先に周りを気にしたのだろう。
親しい友人が近くにいれば、きっと血相を変えて
とんで来て、｢おい、大丈夫か｣ と、心配してく
れただろう。しかし、知り合いでない人にとって
は、同じ光景が恰好の笑いの種になる。「今朝、
どっかのじいさんが、そこの道で転んでさー、転
んだまま、キョロキョロしているの。その様子の
おかしいことといったら、プッハハ・・」この後
者のような、さげすみの笑い・攻撃の笑いを恐れ
たからに違いない。
　こんなことをぼんやり考えているとき、机に置
かれた携帯電話が目にとまった。さっきの衝撃で
壊れたかもしれないと恐る恐る蓋を開けると、待
ち受け画面に、パッと花の咲いたような孫たちの笑
顔があった。とたんに痛みがスーと消えていった。

笑いあれこれ
堀金公民館
三澤 明石

●平成 21年度までの納付方法

給与分の税額 給与天引きで
納付

公的年金分の
税額

納付書などによ
り自分で納付

●平成 22 年度からの納付方法

給与分の税額

公的年金分の
税額

合算して給与か
らの天引きによ
り納付

➡

➡

➡

人 権 コ ラ ム
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登
録
・
予
防
注
射
の

　
　
　
　
　

手
数
料
・
料
金

○
予
防
注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料

３
２
２
０
円

○
新
規
登
録
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

※
１
頭
当
た
り
の
料
金
で
す
。

※
各
料
金
は
消
費
税
額
を
含
む
金
額
で

す
。
当
日
は
、
お
つ
り
の
な
い
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
既
に
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主
の
皆

さ
ん
は
、
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す

は
が
き
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯

に
１
度
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
室
内
犬
も
同
様
で
す
。
必
ず
登

録
と
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
次
に
該
当
す
る
犬
は
、
動
物
病
院
で

診
察
を
受
け
て
か
ら
予
防
注
射
の
接

種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
犬

・
現
在
治
療
中
の
犬

・
過
去
に
予
防
注
射
接
種
後
に
異
常
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
犬

○
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
人
が
付

き
添
い
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

お忘れなく！
愛犬の登録と
狂犬病予防注射

市では、次のとおり犬の登録と狂犬病予防注射を行います。
日程をご確認のうえ、都合の良い場所で受けてください。
なお、雨天の場合も実施します。
（どこの会場でも新規登録・予防注射ができます）

月日 曜日 時　　　間 会　　　　　場

4月22日 （木）

９：３０～ ９：４５ 上押野上手木戸バス停
９：５０～１０：０５ 上押野営農センター
１０：１０～１０：２０ 押野集会施設
１０：２５～１０：４０ 下押野集会センター
１０：５０～１１：１０ 塩川原農業研修センター
１１：１５～１１：25 荻原教員住宅横（資源ステーション）
１１：３０～１１：４０ 荻原農村都市交流センター
１３：１０～１３：２５ 中村農業生活改善センター
１３：３０～１３：４０ 小泉一班集会所
１３：４５～１３：５５ 小泉農業研修センター
１４：００～１４：１０ 小泉四班集会所
１４：２５～１４：３５ 上生野公民館
１４：４０～１４：５０ 老人集会施設跡地
１５：００～１５：１０ 水産試験場南

4月２３日 （金）

　９：３０～ ９：４０ 大足地区コミュニティー集会施設
　９：４５～ ９：５５ 吐中公民館
１０：０５～１０：15 潮農業生活改善施設
１０：２５～１０：３５ 山中農業研修センター
１０：４５～１１：００ 潮沢公民館
１１：１０～１１：２０ 李口バス停
１１：３５～１１：５５ 明科総合支所
１３：４０～１３：５０ 町耕地公民館
１３：５５～１４：１０ 中耕地公民館
１４：１５～１４：３０ 宮本公民館
１４：３５～１４：４５ 北村集会所
１４：５０～１５：０５ 中条集会センター
１５：１０～１５：２５ 天神原農業生活改善施設

4月２７日 （火）

　９：３０～ ９：５０ 明科総合支所
１０：００～１０：１０ 老人集会施設跡地
１０：２０～１０：３０ 山中農業研修センター
１０：３５～１０：４５ 潮沢公民館
１１：００～１１：１０ 小泉一班集会所
１１：１５～１１：２５ 荻原農村都市交流センター
１１：３５～１１：４５ 下押野集会センター
１３：１０～１３：２０ 上押野営農センター
１３：３０～１３：４５ 市民体育館駐車場
１３：５５～１４：０５ 宮本公民館
１４：１０～１４：２０ 北村集会所

明　科　地　域
　問明科総合支所生活環境係 462・3001

三　郷　地　域
　問三郷総合支所生活環境係 477・3111

堀　金　地　域
　問堀金総合支所生活環境係 472・3106

穂　高　地　域
　問穂高総合支所生活環境係 482・3131

豊　科　地　域
　問豊科総合支所生活環境係 472・3111

月日 曜日 時　　　間 会　　　　　場

4月 7日 （水）

　９：３０～ ９：５０ 等々力会館
１０：００～１０：３０ 穂高幼稚園南側駐車場
１０：４０～１０：５５ 白金公民館
１１：０５～１１：２０ 矢原公民館
１１：３０～１２：００ JR柏矢町駅前
１３：３０～１３：５０ 柏原会館
１４：００～１４：２５ JA西穂高支所前
１４：３５～１４：５５ 久保田公民館

4月 8日 （木）

　９：３０～ ９：５5 狐島公民館
１０：００～１０：２０ 島新田会館
１０：３５～１０：５５ 立足会館
１１：０５～１１：２５ 古厩会館
１３：００～１３：３０ 新屋公民館
１３：４０～１３：５５ 北矢村集会所　
１４：０５～１４：２０ 宮城会館

4月13日 （火）

　９：３０～ ９：５０ 等々力町公民館
１０：００～１０：２０ 本郷公会堂
１０：３０～１０：５０ 西原公民館
１１：００～１１：１５ 田中麦大豆センター
１１：３０～１１：５０ 上原公民館
１３：１０～１３：３０ 塚原公民館
１３：４０～１４：００ 牧公民館

4月15日 （木）

　９：３０～ ９：５０ 勤労者福祉センター
１０：００～１０：２０ 橋爪公民館
１０：３０～１０：５０ 耳塚公民館
１１：００～１１：２０ 嵩下公民館
１２：５０～１３：１０ 小岩岳公民館
１３：２０～１３：４０ 豊里公民館
１３：５０～１４：１０ 富田公民館

4月18日 （日）

　９：００～ ９：３５ 穂高総合支所
　９：５０～１０：１５ 柏原会館
１０：２５～１０：４５ JA西穂高支所前
１１：００～１１：３０ しゃくなげ荘駐車場
１３：００～１３：２０ 新屋公民館
１３：３０～１３：５０ 立足会館
１４：０５～１４：２０ JA北穂高支所前

4月24日 （土）

　９：００～ ９：２５ 西穂高グラウンド駐車場
　９：４０～１０：０５ 牧公民館
１０：２０～１０：４５ 古厩会館
１１：００～１１：１５ JA北穂高支所前
１１：３０～１２：００ 勤労者福祉センター

月日 曜日 時　　　間 会　　　　　場

4月 6日 （火）

　９：００～ ９：２０ 熊倉 柳原道祖神前
　９：３０～１０：００ 熊倉公民館
１０：１０～１０：４0 アルプス区公民館
１０：５０～１１：００ 田沢 南原集会所
１１：１０～１１：２０ 田沢区公民館
１３：００～１３：２０ 光農業生活改善センター
１３：３０～１３：５０ 桜坂区公民館
１４：００～１４：１５ 大口沢公民館
１４：２５～１４：４５ 小瀬幅農業生活改善センター

4月 8日 （木）

　９：００～ ９：３０ 新田公民館
　９：４０～１０：１０ 豊科近代美術館駐車場
１０：２０～１０：５０ 寺所公民館
１１：００～１１：２０ 徳治郎公民館
１３：００～１３：２０ 踏入コミュニティーセンター
１３：３０～１３：５０ 重柳公民館
１４：００～１４：２０ 殿村公民館
１４：３０～１４：５０ 細萱公民館

4月13日 （火）

　９：００～ ９：２０ JR梓橋駅前
　９：３０～１０：００ たつみ原区公民館
１０：１０～１０：３０ 飯田公民館
１０：４０～１１：００ 下飯田公民館
１１：１０～１１：３０ 中曽根公民館
１３：００～１３：３０ 真々部公民館
１３：４０～１４：００ 上鳥羽地域農業推進拠点施設
１４：１０～１４：３０ 下鳥羽地域構造改善センター

4月15日 （木）

　９：００～ ９：２０ 豊科近代美術館駐車場
　９：３０～１０：００ 成相コミュニティーセンター
１０：１０～１０：２５ 吉野 荒井お堂前
１０：３５～１０：５５ 本村公民館
１１：１０～１１：２０ 細萱公民館
１３：００～１３：２０ 重柳公民館
１３：３０～１３：５０ 踏入コミュニティーセンター
１４：００～１４：２０ 野田集会所
１４：３０～１４：５０ アルプス区公民館

4月21日 （水）

　９：００～ ９：２０ 新田公民館
　９：３０～ ９：５０ 成相コミュニティーセンター
１０：００～１０：２０ 本村公民館
１０：３０～１０：５０ 吉野 荒井お堂前
１１：００～１１：２０ 寺所公民館
１３：００～１３：２０ たつみ原区公民館
１３：３０～１３：５０ 真々部公民館
１４：００～１４：２０ 上鳥羽地域農業推進拠点施設
１４：３０～１４：５０ 下鳥羽地域構造改善センター

月日 曜日 時　　　間 会　　　　　場

4月14日 （水）

　９：００～ ９：３０ 一日市場公民館
　９：４０～１０：１０ JR一日市場駅前
１０：２０～１０：３０ 見岳町集会所
１０：４０～１１：１０ 七日市場公民館
１１：２０～１１：４０ 及木公民館
１３：００～１３：３０ 中萱公民館
１３：４０～１４：００ 東中萱集会所

4月16日 （金）

　９：００～ ９：２０ 住吉公民館
　９：３０～１０：００ 楡公民館
１０：１０～１０：４０ 二木公民館
１０：５０～１１：２０ 下長尾公民館

4月20日 （火）

　９：００～ ９：３０ 上長尾公民館
　９：４０～１０：１０ 野澤公民館
１０：２０～１０：４０ 室町公民館
１０：５０～１１：１０ 東小倉第一集会所
１１：２０～１１：４０ 東小倉公民館
１３：００～１３：２０ 南小倉公民館
１３：３０～１４：００ 北小倉公民館

4月22日 （木）

　９：００～ ９：３０ 三郷総合支所前駐車場
　９：４０～１０：００ 一日市場公民館
１０：１０～１０：３０ 中萱公民館
１０：４０～１１：００ 小倉多目的研修センター
１１：１０～１１：３０ 野澤公民館

月日 曜日 時　　　間 会　　　　　場

4月 7日 （水）

　９：３０～１０：００ 田多井公民館
１０：１０～１０：３０ 田尻元稚蚕所西ごみ集積所前
１０：４５～１１：０５ 旧小田多井公民館跡地
１１：２０～１１：４０ 中堀神社東空地
１３：３０～１３：５０ 下堀公民館
１４：０５～１４：３５ 上堀地域構造改善センター
１４：４５～１５：１５ 倉田構造改善センター

4月12日 （月）

　９：３０～１０：００ 岩原公民館西側
１０：１５～１０：３５ 扇町区構造改善センター
１０：５０～１１：２０ 下堀公園ごみ集積所前
１１：３０～１１：５０ 下堀田圃集会所
１３：３０～１３：５０ 上堀南原集会所
１４：００～１４：３０ 田尻公民館
１４：４５～１５：０５ 田多井元南部詰所

4月16日 （金）

　９：３０～ ９：５０ 下堀公民館
１０：０５～１０：２５ 川口ライスセンター
１０：４０～１１：００ 田多井公民館
１１：１５～１１：４５ 堀金総合支所

よし、
注射に行こう！
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保
険
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減
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3
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康
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と
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険
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引
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が
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全
国
健
康
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会
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乳
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対
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が
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月
か
ら
変
わ
り
ま
す

食育講演会　おいしく、かしこい食事を

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
（
3
月
3
日
発
行
）
98
号

●
2
ペ

ジ
　

　

国
民
健
康
保
険
税
　

3
月
の
納
期
限

【
正
】
3
月
25
日
（
木
）

●
3
ペ

ジ
　

１
段
目
7
行
目

13
行
目

【
正
】
市
で
は
一
時
的
に
多
額
の
行
政
負

担
を
避
け
る
た
め
農
家
が
果
樹
共
済

に
加
入
す
る
際
の
支
援
金
と
し
て
共

済
掛
金
の
20
％
を
補
助
す
る
「
果
樹
共

済
加
入
促
進
対
策
事
業
」を
平
成
22
年

度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す

●
納
期
・
納
期
限
一
覧
表
　

下
水
道
事
業

　

受
益
者
負
担
金
の
担
当
課

【
正
】
下
水
道
課

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

 

毎
日
す
こ
や
か
健
康
づ
く
り
　
　

禁
煙
の
す
す
め

　

禁
煙
か
ら
3
年
目
を
迎
え
る
藤
田
さ

ん
に

禁
煙
が
成
功
し
た
お
話
を
聞
き

ま
し
た

―
―
禁
煙
の
き

か
け
は
何
で
す
か

　

自
分
で
は
実
感
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が

タ
バ
コ
は
体
に
良
く
な
い
と
い

う
世
間
の
風
潮
は
感
じ
て
い
ま
し
た

そ
ん
な
時

市
の
禁
煙
教
室
に
参
加
し

て

禁
煙
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
が
き

か
け
と
な
り
ま
し
た

―
―
今
の
気
持
ち
は
ど
う
で
す
か

　

タ
バ
コ
と
い
う
の
は
変
な
も
の
で

今
で
も
吸
い
た
い
で
す
よ

吸
い
た
い

け
ど
吸
う
と
体
に
良
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
の
せ
め
ぎ
合
い
で
す
ね

で
も
禁

煙
教
室
で
面
白
い
本
を
読
ん
で
自
己
暗

示
を
掛
け
た
ん
で
す

タ
バ
コ
に
だ
ま

さ
れ
て
い
る
な
ら
反
対
に
だ
ま
し
か
え

し
て
や
れ
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た

別
に
山
場
も
な
か

た
で
す
ね

た
だ

お
酒
の
席
で
誘
わ
れ
て
手
を
出

し
た
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

半

年
間
は
駄
目
で
し
た
ね

で
も
今
は
戻

ら
な
い
と
思
い
ま
す

―
―
禁
煙
し
て
良
か

た
こ
と
は

　

無
駄
遣
い
が
減

た
こ
と
で
す

１

日
１
箱
吸

て
い
ま
し
た
か
ら

ざ

と
計
算
し
て
も
年
間
10
万
円
ほ
ど
掛
か

ら
な
く
な

た
こ
と
で
す
か
ね

―
―
禁
煙
を
始
め
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

　
　

を
お
願
い
し
ま
す

　

自
分
の
脳
み
そ
を
だ
ま
す
こ
と
で

す
タ
バ
コ
は
た
や
す
く
手
に
入
る
し

手
軽
だ
か
ら
つ
い
吸

て
し
ま
う

仕

事
の
後
の
切
れ
目
に
タ
バ
コ
を
吸
う
と

爽
快
な
気
分
に
な
る
け
ど

そ
れ
は
錯

覚
で
あ

て

タ
バ
コ
に
だ
ま
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
込
む
こ
と
で
す

保
健
師
か
ら
一
言

　

藤
田
さ
ん
は

１
冊
の
本
を
読
む
こ

と
で
タ
バ
コ
に
対
す
る
心
理
的
な
依
存

が
ほ
ぐ
れ

禁
煙
が
成
功
し
ま
し
た

こ
の
他
に
も
薬
局
で
購
入
で
き
る
ニ
コ

チ
ン
パ

チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
な
ど

禁
煙
補
助
材
を
使

て
禁
煙
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す

ま
た
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
保
険
診
療
で
禁
煙
治
療
が
受
け

ら
れ

医
師
と
相
談
し
な
が
ら
内
服
薬

を
用
い
る
こ
と
も
で
き
ま
す

　

詳
し
く
は

お
近
く
の
保
健
セ
ン
タ

ま
た
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　

（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

今月の料理人

宮澤伊都子さん
（明科東川手）

安曇野の味

2010
3月

くらしのぺーじ

うずら卵入り干し柿の油通し
材　料 干し柿、うずらのゆで卵、かたくり粉・油・水適量
作り方
①：干し柿のへたを切り取り、穴を開け、種を取る。
②：①にうずらのゆで卵を入れる。
③：②に水で溶いたかたくり粉を全体に付け、油で揚げる。
④：冷めたら半分に切り、盛り付けて完成。

黒豆と干し柿の天よせ
材　料 黒豆（信濃黒）150㌘　寒天１本　砂糖 100㌘
　　　　干し柿中玉１個　水 600㏄
作り方
①：黒豆を煮てからつぶしておく。
②：干し柿は種を取り除き、豆粒大に切っておく。
③：水 600㏄に寒天を煮溶かし、①と砂糖を加え弱火でし
　ばらく煮てから火を止める。
④：③を型に流し入れ、②を加えて冷やして固める。
⑤：食べやすい大きさに切り、盛り付けて完成。

地場産の干し柿と黒豆を使った

干し柿の油通しと天よせ

タ
バ
コ
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る
な
ら
だ
ま
し
か
え
せ
！

紹介者　藤田忠士さん（豊科南穂高）

《禁煙のきっかけとなった一冊》
「リセット禁煙のすすめ」 磯村　毅　著

　この本は、今までの我慢
と忍耐の努力型禁煙ではな
く、心を開いて、タバコに
関する「気づき」を連鎖的
に起こしていく「心で感じ
る」　禁煙方法を解説して
います。皆さんもご自分に
合った方法で禁煙してみて
はいかがですか。

●「協会けんぽ」保険料率の変更

区　分
２月分
（３月納付分）
まで

３月分
（４月納付分）
以降

健康保険料率 8.15% 9.26%

介護保険料率 1.19% 1.50%

合　計 9.34% 10.76%

　市では、身近な「食」について考える、食育講演会を 2月 28 日、
穂高健康支援センターで開催しました。この日は、年末に行った食
育推進キャラクターコンテストの受賞作品表彰式も合わせて行い、
市長から受賞者に表彰状が手渡されました。引き続き松本大学の広
田直子教授から、～「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり～と題
した講演をいただき、「健康でいつづけるためには、毎日の積み重
ねが大切。おいしく、かしこく食べるため、まずは食事を意識する
ことからはじめましょう」とお話しいただきました。
健康推進課保健予防係（481･0726 681･0703）

※任意継続被保険者は 4月から変更します。
　介護保険は 40歳から 65歳までの人が対象です。



安曇野市教育委員会　　生涯学習だより

　

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
出
会
い
を
通
し
て

親
と
子
が
ふ
れ
あ
い
を
深
め

仲
間
と
の
交

流
を
図
る
「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

●
開
講
時
期
　

４
月

平
成

年
3
月

●
活
動
時
間
　

午
前

時

時

分
頃

●
対
象
　

入
園
前
の
幼
児
（
満
１
歳
以
上
）

と
そ
の
保
護
者

●
入
会
金
等
　

・
子
ど
も
１
人
に
つ
き

１
７
０
０
円
（
予
定
）

・
バ

ジ
代
　

１
０
０
円
（
親
と
子
そ
れ
ぞ

れ
バ

ジ
代
が
か
か
り
ま
す
）

●
内
容
　

組
程
の
親
子
で
班
を
作
り

週

１
回
（
水
・
木
・
金
の
い
ず
れ
か
）
の
班

活
動
を
し
ま
す

毎
回
の
活
動
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
で

班
ご
と
に
決
め
ま
す

班
活
動

の
他
全
体
活
動
や
行
事
も
予
定
し
て
い
ま

す
●
申
込
方
法
　

三
郷
公
民
館
窓
口
に
用
意
し

て
あ
る
申
込
用
紙
を
使
用
し

４
月
９
日

（
金
）
ま
で
に
三
郷
公
民
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

●
開
講
式
　

４
月

日
（
金
）
午
前

時

三
郷
公
民
館
講
堂

●
事
前
説
明
会
　

３
月

日
（
金
）
午
前

時

三
郷
公
民
館
２
階
第
２
・
３
会
議
室

（
和
室
）

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

み
ら
い

で

は
グ
ル

プ
や
個
人
の
活
動

研
究
の
成
果

な
ど
を
展
示
・
発
表
す
る
企
画
案
を
募
集
し

ま
す

　

入
選
し
た
企
画
に
は

展
示
パ
ネ
ル
の
制

作
・
設
営
費
用
を

み
ら
い

で
負
担
し

ま
た
学
芸
員
が
発
表
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す

　

募
集
す
る
内
容
は

安
曇
野
を
テ

マ
と

し
た
展
示
企
画(

歴
史
や
人
物

自
然

文

化
な
ど) 

や

市
民
の
皆
さ
ん
が
収
集
さ
れ

た
コ
レ
ク
シ

ン

今
で
は
入
手
困
難
と

な

た
懐
か
し
い
味
わ
い
の
あ
る
も
の

郷

土
の
文
化
に
関
連
す
る
よ
う
な
コ
レ
ク
シ

ン
な
ど
が
対
象
で
す

●
応
募
方
法

　

専
用
の
申
込
書
を
利
用
し

で
き
る
だ
け

具
体
的
な
企
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
お
よ
び
写
真
な
ど
提
出
い
た
だ
い

た
も
の
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い

●
応
募
・
郵
送
先

　

下
記
「
安
曇
野
学
講
座
」
と
同
じ

●
締
め
切
り
　

４
月

日
（
日
）（
必
着
）

※
実
施
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で

具
体
的

　

な
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

み
ら
い

で

は
「
ふ
る
さ
と
安
曇
野
」
の
す
ば
ら
し
さ

を
考
え

は
ぐ
く
む
た
め

安
曇
野
に
関
す

る
歴
史

文
化

自
然
等

さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
関
し
て
学
習
を
し

地
域
活
動
に
応
用

で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
「
安
曇
野

学
講
座
」
を
開
講
予
定
で
す

平
成

年
度

は「
安
曇
野
の
自
由
と
民
権
に
生
き
た
人
々
」

と
「
安
曇
野
水
物
語
」
を
テ

マ
に
年
6
回

程
度
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す

　

そ
こ
で
こ
の
講
座
の
企
画
や
運
営
を
み

ら
い
の
職
員
と
共
に
行

て
い
た
だ
く「
安

曇
野
学
講
座
実
行
委
員
」
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
人
数
　

７

８
人

●
応
募
資
格
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤

務
す
る

歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法
　

専
用
の
申
込
書
を
使
用
し

左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

書
は

市
ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ

ド
で
き
ま
す

●
応
募
・
郵
送
先

〒
３
９
９
・
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
番
地
２

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」
内

教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
係

●
締
め
切
り
　

４
月

日
（
金
）（
必
着
）

家
庭
教
育
学
級

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」参
加
者
募
集

三
郷
生
涯
学
習
係

・
２
１
０
９ 

・
３
０
７
７

ドキドキ・ワクワクお話の世界

4月の おはなし会
中央　おはなしのとびら
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

７・１４・２１日（各水曜日） 10：30～（乳幼児対象）
中央　おはなしとしょかん
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

１７日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）
豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室（472・2158）

１６日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）
三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室（476・3078）

１０日（土） 10：30～（乳幼児～大人対象）
堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー（472・5796）

８日（木） 10：30～（乳幼児対象）
２１日（水） 16：15～（幼児以上対象）
明科　ひまわりおはなしの会
子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」ハーモニーホール（462・1122）

２４日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

紹介する人

青木 弘光さん（穂高柏原）

流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る

愛
は
死
を
越
え
て

藤
原 

て
い
・
著

お
す
す
め
の
一
冊

　本書は、著者が敗戦前住んでいた中国新京（現：
長春）から、故郷の諏訪へ帰りつくまでの艱難辛苦
の旅の記録です。著者は、自分の子どもたちが苦し
みのどん底に落ちた時の励ましとして、また帰国の
途中共に嘗めた辛酸を伝えようとして、当初遺書と
して書いたものです。本書は生命をいつくしみ、子
を思う母の深い愛が読者の心に迫る、魂の記録となっ
ています。出版時ベストセラーになりましたが、今
もなお、一読に値すると思います。

222010.3.17　広報あづみの23 広報あづみの　2010.3.17

　豊科図書館は平成 23年 2月に豊科交流学習センター内に移転するため、9月
から閉館となります。返却のみ受け付けますが、市内のどの図書館でも返却でき
ますので、ご不便をお掛けしますがご協力をお願いします。

484・0111 684・0116

「
み
ら
い
」展
示
企
画
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

・
３
１
１
１ 

・
０
９
６
６

「
安
曇
野
学
講
座
」実
行
委
員
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

・
３
１
１
１ 

・
０
９
６
６
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日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土
1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31

8

日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 29 30 31 29 30 31 29 30 31 29 30 31

9

日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土 日月火水木金土
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30

休館日　●中央／木、最終水　●分館／月、最終金　●共通／年末年始　※その他（カレンダーをご覧ください）　
                             は休館日、館内整理      は特別整理期間



Event Information

穂高交流学習センター「みらい」

豊科近代美術館

自然体験交流センター「せせらぎ」

碌山公園研成ホール

貞享義民記念館

安曇野 学校の歴史
～寺子屋から小学校へ～展

《市内郷土資料館所蔵資料活用事業》
●会　期　3月 26日（金）～ 4月 27日（火）
●会　場　交流ギャラリー・展示ギャラリー
●開館時間　午前 9時～午後 9時 30分

豊科近代美術館 友の会絵画部第 11 回 作品展
●会　期　3月 28日（日）まで（23日は休館）
●会　場　2階展示室
●開館時間　午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分
　　　　　　まで。最終日のみ展示は午後 4時まで）
●入場料　無料（常設展は有料）

岡本諒一作品展
　　春（を待つ）心象作品 30点を展示します。
●会　期　3月 20日（土）～ 22日（祝・月）
●開館時間　午前 10時～午後 5時
●入場料　無料

探鳥会～三川合流点周辺の環境と野生動物達～
●日　時　3月 27 日（土）午前 10 時～正午
●会　場　「せせらぎ」ホール
●講　師　加々美 孝男さん（御宝田白鳥の会代表世話人・
　　　　　自然カウンセラー）
●定　員　30 人（先着順）
●持ち物　双眼鏡（ある人）、長靴、防寒衣
●申込締切　3月 25 日（木）

生きがいデイサービス「りんごの里」作品展
公園内の桜と合わせてご覧ください。

●会　期　3月 27日（土）～ 4月 25日（日）月曜休館
●会　場　企画展示室
●開館時間　午前 9時～午後 5時
●入場料　無料（常設展は有料）

484・0111 684・0116

473・5638 673・6320

4682・0769

4662・6667
477・7550 677・7551

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど
名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

体
験

小学校PTAと南農高校
フルーツコース果樹栽
培体験交流（全8回）

高校生が講師となり、小学校
PTA（親子）の皆さんと交流し
ながら、果樹栽培の楽しさを学び
ます。詳しくは南農HP「地域の
皆様へ」をご覧ください。

：5月 1日（土）～
　　11 月 3日（水）の間
：南農農場

：小学生とその
　　保護者 48 組
：1家族
　　3000 円

：3月 24 日まで
：南安曇農業高等学校

　　グリーンサイエンス科
　　フルーツコース担当  羽山先生
　　（472・2139 671・1150）

※申し込み書は高校窓口
　にご用意しています。

催
し

第8回
ふるさとウォッチング

in安曇野

穂高神社を起点に井口喜源治記念
館、わさび田、旧街道、道祖神などを
訪ね歩き、散策後には“ぬかくど”
で炊いたおにぎりを味わいます。

：3月 28 日（日）
　　8：30 ～ 13：00
：穂高旧市街（穂
　　高総合支所集合）

：80 人
：1000 円

（中学生以下無料）

：3月23日までに事前申込要
：NPO法人信州ふるさとづくり
応援団（481・1325）

第１回
安曇野市長杯争奪
カラオケ選手権大会

市内 5 地域より申し込みされた
50 人（組）によるカラオケ大会。
また決勝大会を 4 月 25 日に同時
刻同会場で開催します。

：3月 28 日（日）
　　12：00 開演
：豊科公民館

：500円（入場料）
　　4月25日1000円
（中学生以下無料）

：豊科フェスティバル実行委員会
　　吉原さん（450・7477）

講
習

中高齢者太極拳講習会
（全10回）

中国の養生法、気功八段錦太極拳
は幅広い年齢層のさまざまな症状
を持った人たちが、正しい姿勢と
呼吸法を合わせた動きで精神の安
定と健康増進を図ります。

：4月 13 日（火）
　　～ 6月 22 日（火）
　　毎週火曜日
　　9：45 ～ 11：30
：豊科ふれあいホール

：20 人
：1500 円

： ：市体育協会
　　日本健康太極拳協会同好会
　　飯島さん
　　（4090・8329・1048）

田淵行男記念館

こども自然観察教室「むしの会」参加者募集
●日　時　4月 10 日（土）午前 9時～正午
●会　場　ビレッジ安曇野
●内　容　開講式・オリエンテーション・自然観察会
●対　象　小中学生とその保護者
●受講料（年会費）　1家族 5000 円（友の会会費）
●申込締切　4月 7日（水）までに記念館窓口へ受
　　　　　　講料を添えて申し込んでください。
　※以降毎月第2土曜日を中心に年10回ほど開講します。

4672・9964

豊科郷土博物館

第 26 回白鳥写真展
●会　期　4月 1日（木）～ 25日（日）月曜休館
●開館時間　午前 9時～午後 5時（入館は 4時 30分まで）
●入館料　大人 100円、小中学生 50円

4672・5672

安曇野髙橋節郎記念美術館

友の会主催第３回 節郎忌
●日　時　4月 18日（日）
　　　　　（午後 1時 30分から墓所を訪れます）
　　　　　講演：午後2時30分～　演奏：午後3時20分～
●講　師　和田省司さん（社団法人日本漆工協会理事長）
●出　演　オカリナアンサンブル・むう
●会　場　美術館主屋
●参加費　無料

481・3030 682・0551

天平の森

平成 22 年営業開始
冬季の休業期間が終わり、営業を開始しました。
4月 9日（金）までは、展望風呂の入浴が無料です。

4662・6235

地域の取り組みは
　さまざまな関係者が一体となって観光振興につなが
る資源を磨きあげ、地域に観光客を誘致する継続的な
システムを作ります。それにより地域の活性化を目指
します。見知らぬ土地に来たお客さまが今望むものは、

ただ観光地を巡るだけ
でなく、その土地に住
む地元の人とのコミュ
ニケーションだと言わ
れています。まずはあ
いさつなどできること
から始めてみませんか。

観光おもてなし宣言
　市では、県のキャンペーン実行委員会が呼びかけて
いる“さわやかにもてなそう県民運動”「観光おもて
なし宣言」に参加し、4つの宣言をします。
１. 観光客に笑顔であいさつをします。
２. 困っている観光客を見付けたら進んで声を掛け、
旅のお手伝いをします。

３. 県外ナンバーの車に配慮した運転を心掛けます。
４. 観光客に行き先を尋ねられたら丁寧に案内します。
　「観光おもてなし宣言」の参加者を随時募集してい
ます。詳しいお問い合わせは「信州キャンペーン実行
委員会事務局」（4026･235･7253）へお電話ください。

こんにちは！

信州DC
イメージキャラクター
「アルクマ」くん

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス 第 28回

第２回黒豆推奨商品の認定　黒豆ブランドの仲間が増えました
黒豆プロジェクト（山崎弘リーダー）では、黒豆（信濃黒）のブランド化に向けた加工商品の開
発を行う事業者の登録とその商品の認定審査会を行い、新たに、次の事業所および商品が登録・認
定されました。
○〔株式会社シガリオ〕キナコゲン、ブラックジンガー黒大豆香琲
○〔丸山味噌醤油醸造店〕黒豆みそ、黒豆しょうゆ、黒豆みそ生ミルクチョコレート
　（以上申請順）

242010.3.17　広報あづみの25 広報あづみの　2010.3.17

豊科駅 有明駅穂高駅

安曇野ブランド推進室（477･3111 677･6060）　※ 3月 29 日からは穂高総合支所へ移転します。

　デスティネーションキャンペーン
（信州ＤＣ）とは、Destination（目
的地・行き先）とCampaign（宣
伝）の合成語で、10月から３カ月
間、全国の JR ６社と県内の観
光関係者や市町村などが一体と
なって行う大型観光キャンペー
ンです。
　これに合わせ JR 東日本長野
支社では、老朽化が進む大糸線
沿線６駅の改修を進めていま
す。この度、穂高駅が３月３日
に完成。穂高神社をモチーフに、
外壁が白木に一新されました。
続く８日には豊科駅が完成。柱
や梁などが外側から見ることが
できるスイス風建築に様変わり
しました。9日は有明駅が完成。
山小屋風に変わりました。残る
信濃松川駅（松川村）、信濃大
町駅（大町市）、南小谷駅（小
谷村）の各駅も美術館や古風な
庄屋をイメージした駅舎に変わ
る予定です。



８日（木）　� 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場穂高総合支所 大会議室
要予約・問 総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･4 月 1日（木）9：00～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

子育てに関する相談

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　�8：30～17：15 ※電話相談も可。

結婚相談　　　�13：00～16：00　

介護相談　　　�8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談 要予約

毎週月～金曜日　※ 29日は除く
場教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238）

20日（火）場教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238）

21日（水）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡73-1624）
※今回は、不登校のお子さんを持つ親御さんの経験談を聞きながらの懇談
　会です。詳細は次回広報に掲載。

毎週月～金曜日　※ 29日は除く
場問明科総合支所北庁舎内 学校教育指導員室
　　（℡62-3521・FAX62-5721）

児童館の育児相談　※就園前親子対象

教育全般 　　　　　　　　　　　　　� 9:00 ～ 16:00

親の会　　　　　　　　　　　　　  � 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン　　　　 　　� 8:30 ～ 17:15

中間教室ねむの木 親の会　　　  　　� 13:00 ～ 15:00

精神保健相談　　　　　　� 14：00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル　� 9：30 ～ 16：00

依存症相談　　　　　　� 14：00 ～

４日㈰　場�豊科老人福祉センター	（℡73-7143・FAX73-7147）
11日㈰　場�穂高地域福祉センター	（℡82-2940・FAX82-9621）
18日㈰　場�三郷福祉センター	 （℡77-8080・FAX77-8081）

８日（木）　� 11：00～12：00
場問南穂高児童館（℡71-5150・FAX71-5152）
９日（金）　� 10：30～12：00　※相談員…小川原容子先生
場問豊科中央児童館（℡・FAX72-0122）
20日（火）　� 11：00～12：00
場問高家児童館（℡・FAX72-5685）

５日（月）・★19日（月）　� 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★20日（火）　� 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★21日（水）　� 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★22日（木）　� 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★23日（金）　� 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5を除く）　場松本保健福祉事務所
問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

２日（金）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　　（℡81-0760・FAX81-0703）
平日　場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　　（℡72-9986・FAX72-9044）

平日　� 8：30～ 17：00 
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

平日　場市民環境部環境課（穂高総合支所1階）
問市民環境部環境課（℡82-3131・FAX82-6622）
※毎週火・木曜日の午前中は相談員が在駐
※環境課は、4月から生活環境課に変わります。

4 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

児童館の予定　育児相談は右頁参照 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日★高家児童館 TEL・FAX72-5685

■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	手作りおやつ① ～蓬団子～	 14日（水）	 10：00～ 11：30
	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 20組

	身体測定日 	 22日（木）	 10：00～ 12：00
	 工作の日 	 24日（土）	 10：00～ 11：00

	季節の行事① ～こいのぼり～	 30日（金）	 10：00～ 11：30
	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 20組

	おはなしどりぃむ	 第１・２・３水曜日	 11：00～ 11：20	 （読み聞かせボランティア）

	ママキッズビクス	 15日（木）	 10：15～ 11：00
	 食の伝統文化子ども教室 ～すいとん作り～	 24日（土）	 10：00～ 12：00
	 要申込 親子 1組 150円  ※小学生以上 1人 100 円

	おはなしムーン	 毎週火曜日	 10：30～ 11：00
	 （読み聞かせボランティア）

	ママキッズビクス	 ８日（木）	 10：15～ 11：00
	 こどもサークル「アイロンビーズキーホルダー作り」	 17日（土）	 10：00～
	 1 個50円  

	よちよちらんど「こいのぼり」	 23日（金）	 10：30～ 11：30
	おはなしムーン	 毎週水曜日	 11：00～

	 （読み聞かせボランティア）

	おはなしいっぱい ～パネルシアター・絵本～	９日（金）	 11：00～ 11：30
	子育てひろば～こんにちは赤ちゃん～	21日（水）	 11：00～ 11：30
	みんななかよし ～おはなし・親子体操～	22日（木）	 10：30～ 11：30	 ※ 0 才児～ 3才児対象（参加自由）

	 おひさま農園 〈開園式〉	 10日（土）	 10：00～ 11：00
	 ※年間登録制（乳幼児・小学生 20人）申込受付中

	 輪投げ大会	 21日（水）	 15：45～ 16：30
	 おはなし玉手箱 （ひばりの会） 	14・28日（水）	 15：45～ 16：30

	 「お花見さんぽ」	 16日（金）	 11：00～ 11：30	 ※天候・時期等により変更あり

	 「リズム遊び」	 23日（金）	 11：00～ 11：30	 ※都合より変更あり

	 2・3歳…28日（水）／1歳…27日（火）／0歳…30日（金）

	身体測定日 	 ６日（火）	 10：00～ 12：00
	手作りおやつ① ～蓬団子～	 16日（金）	 10：00～ 11：30

	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 20組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	手作りおやつ① ～わくわく離乳食～	13日（火）	 10：30～ 11：00
	 要予約 参加費  ※乳幼児親子 15組

	身体測定日 	 16日（金）	 9：30～ 12：00
	おはなしどりぃむ	 第２・４金曜日	 11：20～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	わらべ唄・手遊び（内山房子先生）	毎週月曜日	 11：10～ 11：30

ひまわりの日 ※参加自由

ひまわりっ子クラブ ※登録児対象　10：00～12：00

いっしょにあそぼう

	 子ども会議「チャレンジクラブ計画」	 ３日（土）	 14：00～ 15：00
	 一輪車の日	 ３日（土）	 15：00～ 16：00
	 パソコンの日	 10・24日（土）	 10：00～ 12：00
	 卓球の日	 10日（土）	 14：00～ 15：00
	 チャレンジクラブ ～飯ごう炊さん～	 17日（土）	 10：00～ 13：00	 ※自由参加

	キッズリユース広場	 20日（火）	 11：00～ 11：30
	 マレット大会	 24日（土）	 14：00～ 15：00

	読み聞かせ ～絵本・紙芝居～	 毎週月曜日	 11：00～ 11：30	 （読み手：ボランティアさん・職員）

母乳・育児相談　※母乳相談は　　　　　　� 9:30 ～ 11:00
６日㈫･20日㈫ 場�明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈭･22日㈭ 場�三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
13日㈫･27日㈫ 場�堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
14日㈬･28日㈬ 場�豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
15日㈭  場�穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。

教育に関する相談 問学校教育課
　（℡62-0133・FAX62-5721）

4 月の予定April

平成 22 年度　みんなおいで参加登録親子募集！
　「みんなおいで」は 1年間の登録制行事です。手遊びや体操、
工作、季節の行事などさまざまな活動をします。詳しくは豊科中
央児童館へお問い合わせを。
・応募受付日：4 月 8日（木）　9：30～12：00まで
　（定員がありますのでお早めにお申し込みください。）
・申込方法：受付日に豊科中央児童館で直接お申し込み
　ください。申込用紙は3月23日から児童館におきます。
・年間参加登録費：1,000 円
・募集対象：1 歳以上の親子 60組
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4日（日） 11日（日） 18日（日） 25日（日） 29日（木・祝）
飯 田 医 院

83-5061［穂高］
古 川 医 院

82-4385［穂高］
穂高ハートクリニック

50-6731［穂高］
清 沢 医 院

82-7600［穂高］
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
信濃内科循環器科医院

82-7722［穂高］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
中 田 医 院

82-2339［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
木 暮 医 院

77-2119［三郷］
安曇野形成皮ふクリニック

71-2345［豊科］
土 屋 ク リ ニ ッ ク

71-1811［豊科］
こばやし内科クリニック

71-1117［豊科］
白 木 医 院

77-2134［三郷］
上 條 歯 科 医 院

82-2215［穂高］
市 川 歯 科 医 院

72-2116［豊科］
上 月 歯 科 医 院

82-7530［穂高］
矢 島 歯 科 医 院

72-2163［豊科］
山 本 歯 科 医 院

72-5748［豊科］

親子サークル「おひさまくらぶ」の募集
・対　　象：市内在住の未就園児親子
・定　　員：りす組30組位（6カ月以上～一人歩き前の乳児）
　　　　　　うさぎ組40組位（りす組以外の幼児）
・受付期間：4月6日（火）～15日（木）10：00～17：00
　　　　　　（高家児童館へ直接申込）
・活動期間：5 月～ 2月までの毎月 1回

平成 22 年度　ひまわりっ子クラブ参加者募集
　オリエンテーションと会員登録を行います。平成 22年 4月 1
日時点のお子さんの年齢でご参加ください。
・年会費：3,000 円
・日　時：時間はいずれも10：00～12：00
　2・3歳…21日（水）／1歳…22日（木）／0歳…23日（金）
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◆
「
ス
ポ
ー
ツ
に
気
後
れ
は
禁
物
。
い
か
に

強
そ
う
な
相
手
で
も
、
戦
う
前
か
ら
勝
手
に

相
手
を
判
断
し
て
は
い
け
な
い
」
と
長
野
日

大
の
中
原
監
督
は
講
演
で
語
気
を
強
め
ま
し

た
。
名
将
、
中
原
監
督
の
男
気
に
感
動
し
っ

ぱ
な
し
の
私
で
し
た
。	

Y

◆
私
た
ち
の
よ
う
な
事
務
職
で
も
「
道
具
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
人
は
結
構
い
ま
す
。
最

近
の
私
の
ヒ
ッ
ト
は
、
校
正
用
の
消
せ
る

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
、
手
帳
に
資
料
を
貼
る
た
め

の
テ
ー
プ
の
り
。
一
度
使
っ
た
ら
戻
れ
な
い

使
い
心
地
で
す
。	

T

◆
こ
の
15
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
確
定
申
告

相
談
会
。
杖
を
つ
き
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
を

背
負
い
な
が
ら
な
ど
、忙
し
い
合
間
を
縫
っ

て
お
越
し
に
な
る
皆
さ
ん
の
姿
に
、
お
預
か

り
す
る
税
金
の
重
み
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。	

S

◆
子
ど
も
が
大
人
の
体
に
な
る
の
に
11
㌧
の

食
べ
物
を
取
っ
て
い
る
そ
う
で
、
大
変
驚
き

で
し
た
。
ま
た
「
食
事
も
大
切
で
す
が
、
大

人
の
生
活
リ
ズ
ム
に
子
ど
も
を
つ
き
合
わ
せ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
」
食
育
講
演
会
で

の
お
話
に
身
を
つ
ま
さ
れ
ま
し
た
。	

M

ふるさとの空を登る
～銀色に映える「火の見やぐら」から～

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。
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2010.3.1現在 （ ）内は対前月比

人口	 99,230人（	－11）

	 男	 48,107人（	 ＋５）

	 女	 51,123人（	－16）

世帯	 36,654世帯（	＋19）


